
令 和 ５ 年
７月28日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
の
認
定
（
監
理
課
）
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の
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の
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道
路
の
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開
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道
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整
備
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）
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…
…
…
…
…
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…
…

道
路
の
位
置
の
指
定
（
建
築
指
導
課
）
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…
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…

○
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契
約
の
締
結
（
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
推
進
課
）

二
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…
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

建
設
業
の
営
業
の
停
止
命
令
（
監
理
課
）

三
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…
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…
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…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
選
管
告
示

政
治
団
体
の
名
称
等
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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政
治
団
体
の
異
動
事
項

三
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…
…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…

解
散
等
に
係
る
政
治
団
体
の
名
称
等

四

…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
該
当
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
資
金
管
理
団
体
の
名
称

等

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
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…
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告

示

山
口
県
告
示
第
二
百
十
四
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
の
認
定
を
し
た
。

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

起
業
者
の
名
称

光
市

二

事
業
の
種
類

三
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

三

起
業
地

㈠

収
用
の
部
分

光
市
三
井
六
丁
目
地
内

㈡

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

㈠

法
第
二
十
条
第
一
号
関
係

三
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
三
条

第
三
十
一
号
に
掲
げ
る
施
設
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈡

法
第
二
十
条
第
二
号
関
係

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
光
市
は
、
一
般
会
計
に
よ
り
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
十
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈢

法
第
二
十
条
第
三
号
関
係

ア

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
、
地
域
住
民
の
交
流
及
び
防
災
の
拠
点
と
な
る

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
及
び
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

イ

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
本
件
事
業
に
係
る
施
設
（
以
下
「
本
件
施

設
」
と
い
う
。
）
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
環
境
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
起
業
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
起
業
地
の
周
辺
に
お
い
て
、
起
業
者
が
保
護
の
た
め
に
特

別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
及
び
文
化
財
は
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
が
周
辺
環
境

に
与
え
る
影
響
は
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ

本
件
事
業
の
起
業
地
は
、
本
件
施
設
の
利
用
者
の
利
便
性
が
高
い
こ
と
等
を
条
件
と
し
て
、

四
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
上
で
選
定
さ
れ
て
い
る
。

エ

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
土
地
及
び
建
物
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利

用
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈣

法
第
二
十
条
第
四
号
関
係

ア

本
件
事
業
は
、
地
域
住
民
の
交
流
及
び
防
災
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
及
び
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
早
急
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
事

業
で
あ
る
。

イ

本
件
事
業
の
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
施
設
の
規
模
等
に
比
し
て
必
要
最
小
限
の
も
の
で
あ

一
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次
















る
と
認
め
ら
れ
る
。

ウ

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
及
び
建
物
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の

必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

五

起
業
地
を
表
示
す
る
図
面
の
縦
覧
場
所

光
市
環
境
市
民
部
地
域
づ
く
り
推
進
課

山
口
県
告
示
第
二
百
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

陶
湯
田
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

山
口
市
黒
川
字
杉
ノ
木
三
三
三
三
の
一
地

先
か
ら

同
市
黒
川
字
赤
崎
三
七
七
七
の
一
地
先
ま

で及
び
山
口
市
黒
川
字
赤
崎
三
七
七
七
の
一
地
先

か
ら
同
市
黒
川
字
采
女
三
七
五
一
の
一
二
地
先

ま
で

旧

最
狭

四
・
〇

最
広

一
一
・
〇

五
二
三
・
一

最
狭

一
五
・
四

最
広

二
〇
・
〇

一
九
五
・
〇
県
道
山
口
小
郡
秋

穂
線
の
道
路
の
区

域（
重
用
）

山
口
市
黒
川
字
杉
ノ
木
三
三
三
三
の
一
地

先
か
ら

同
市
黒
川
字
赤
崎
三
七
七
七
の
一
地
先
ま

で及
び
山
口
市
黒
川
字
赤
崎
三
七
七
七
の
一
地
先

か
ら
同
市
黒
川
字
采
女
三
七
五
一
の
一
二
地
先

ま
で
並
び
に

山
口
市
黒
川
字
杉
ノ
木
三
三
三
三
の
一
地

先
か
ら

同
市
黒
川
字
采
女
三
七
五
一
の
一
二
地
先

ま
で

新

最
狭

四
・
〇

最
広

一
一
・
〇

五
二
三
・
一

県
道
山
口
小
郡
秋

穂
線
の
道
路
の
区

域（
重
用
）

ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

道
路
改
良
工
事
の

一
部
完
了
に
よ

る
。

最
狭

一
五
・
四

最
広

二
〇
・
〇

一
九
五
・
〇

最
狭

七
・
二

最
広

三
九
・
三

六
六
七
・
三

山
口
県
告
示
第
二
百
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

陶
湯
田
線

山
口
市
黒
川
字
九
反
田
三
四
二
九
地
先
か
ら

同
市
黒
川
字
采
女
三
七
五
一
の
一
二
地
先
ま
で

令
和
五
年
七
月
二
十

八
日

山
口
県
告
示
第
二
百
十
七
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
周
南
土
木
建
築
事
務
所
に
備
え
付
け
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

地

名

及

び

番

地

幅

員

(メ
ー
ト
ル
)

延

長

(メ
ー
ト
ル
)

指
定
年
月
日

光
市
浅
江
三
丁
目
三
六
二
八
の
四
、
三
六
三
四
の
三
及
び
三
六

三
四
の
三
地
先

四
・
〇～

四
・
五

四
二
・
六
令
和
五
、
六
、
二
七

公

告

（
一
三
八
）
契
約
の
締
結

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

二
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一

事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

総
合
企
画
部
デ
ジ
タ
ル
推
進
局
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
推
進
課

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

二

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

サ
ー
バ
仮
想
化
基
盤
シ
ス
テ
ム

一
式

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
六
月
三
十
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

Ｆ
Ｌ
Ｃ
Ｓ
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
練
塀
町
三
番
地

六

落
札
金
額

一
億
八
千
六
百
七
十
六
万
三
千
五
百
円

七

入
札
公
告
日

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日

八

そ
の
他

㈠

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

村
岡

嗣
政

㈡

調
達
方
法

借
入
れ

㈢

落
札
方
式

総
合
評
価

（
一
三
九
）
建
設
業
の
営
業
の
停
止
命
令

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
建
設
業
の
営
業
の
停
止
を
命
じ
ま
し
た
。

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

処
分
を
し
た
年
月
日

令
和
五
年
六
月
五
日

二

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
許
可
番

号
商
号
又
は
名
称

株
式
会
社
武
藤

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

岩
国
市
御
庄
四
丁
目
一
〇
五
番
地
九

代
表
者
の
氏
名

武
藤

浩
樹

許

可

番

号

山
口
県
知
事
許
可
（
般－

四
）
第
一
四
九
〇
五
号

三

処
分
の
内
容

㈠

停
止
を
命
じ
た
営
業
の
範
囲

左
官
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
塗
装
工
事
業
、
防
水
工
事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
の

営
業
で
あ
っ
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条

第
五
号
に
規
定
す
る
公
共
法
人
又
は
建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
建
設
省
令
第
十
四

号
）
第
十
八
条
に
規
定
す
る
法
人
が
発
注
者
で
あ
る
も
の

㈡

営
業
の
停
止
の
期
間

令
和
五
年
六
月
十
二
日
か
ら
同
年
十
月
九
日
ま
で

四

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

前
取
締
役
が
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
六
第
一
項
の
罪
に
よ

り
、
令
和
五
年
三
月
十
六
日
に
山
口
地
方
裁
判
所
か
ら
懲
役
十
月
（
執
行
猶
予
三
年
）
の
判
決
を
受

け
、
そ
の
刑
が
確
定
し
、
こ
の
こ
と
が
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
の
事
項

備
考

（
届
出

年
月
日 ）

秀
友
会
（
平
岡
秀

夫
後
援
会
）

姫
野
敦
子
稲
田
由
紀
美
岩
国
市
車
町
１
丁
目
13番

16号
令
和
５
、

６
、
16

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

二
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あ
っ
た
政
治
団
体
の
異
動
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

異
動

内
容

備
考

(

)

異
動

年
月
日

新
旧

公
明
党
西
山
口
総
支
部

猶
野

克
会
計
責
任
者
前
東
直
樹

鴻
池
博
之

令
和
５
、

６
、
14

公
明
党
山
口
総
支
部

村
上
満
典
代
表
者
村
上
満
典

曽
田

聡
〃
５
、
13

参
政
党
山
口
第
２
支
部

菅
根
秀
樹
事
務
所
下
松
市
望
町
３

丁
目
10番
１
号
周
南
市
花
陽
２

丁
目
11番
14号

〃
〃
26

代
表
者
菅
根
秀
樹

江
藤
光
隆

自
由
民
主
党
秋
穂
支
部

藤
生
通
陽
事
務
所
山
口
市
秋
穂
東

3266
山
口
市
小
郡
下

郷
2912の

３
〃
６
、
１

自
由
民
主
党
軽
自
動
車
支
部

松
本
秀
樹
代
表
者
松
本
秀
樹

椎
葉
正
博

〃
〃
３

自
由
民
主
党
豊
浦
支
部

髙
瀬
利
也
会
計
責
任
者
戸
澤
昭
夫

林
透

〃
〃
17

自
由
民
主
党
豊
北
支
部

亀

俊
明
代
表
者
亀

俊
明

吉
田
真
次

〃
〃
13

自
由
民
主
党
山
口
県
自
動
車
整

備
支
部

和
田
繁
喜
会
計
責
任
者
原
野
康
寅

村
田

修
〃
〃
10

自
由
民
主
党
山
口
県
支
部
連
合

会
新
谷
和
彦
代
表
者
新
谷
和
彦

岸
信
夫

〃
〃
４

会
計
責
任
者
山
手
康
弘

新
造
健
次
郎

伊
藤
か
ず
き
後
援
会

山
本
伸
雄
名

称
伊
藤
か
ず
き
後

援
会

伊
藤
和
貴
後
援

会
〃
〃
25

山
口
県
自
動
車
整
備
政
治
連
盟
和
田
繁
喜
会
計
責
任
者
原
野
康
寅

村
田

修
〃
〃
10

山
口
県
司
法
書
士
政
治
連
盟

龍
角
信
夫
代
表
者
龍
角
信
夫

河
村
誠
一

〃
〃
〃

会
計
責
任
者
野
上
茂
樹

龍
角
信
夫

山
口
県
中
小
企
業
政
治
連
盟

矢
敷
健
治
代
表
者
矢
敷
健
治

和
田
卓
也

〃
〃
20

山
口
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政

治
連
盟

松
山
邦
彦
会
計
責
任
者
上
利

嘉
山
下
昭
男

〃
〃
１

吉
田
真
次
後
援
会

鮎
川
建
司

事
務
所
下
関
市
東
大
和

町
１
丁
目
８
番

16号

下
関
市
豊
北
町

大
字
北
宇
賀

3556
〃
〃
24

代
表
者
鮎
川
建
司

藤
尾
憲
美

会
計
責
任
者
島
村
朋
子

吉
田
静
香

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
解
散
等
に
係
る
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散

年
月
日

自
由
民
主
党
山
口
県
周
南

市
第
四
支
部

新
造
健
次
郎
明
石
和
憲
周
南
市
政
所
３
丁
目
11番
17号

令
和
５
、

５
、
31

自
由
民
主
党
山
口
県
美
祢

市
第
一
支
部

森
中
克
彦
阿
部
幹
雄
美
祢
市
大
嶺
町
北
分
604の

２
〃
６
、
１

こ
し
ざ
わ
二
代
後
援
会

越
澤
二
代
越
澤
法
男
岩
国
市
門
前
町
２
丁
目
60番
10号

令
和
４
、

11、
〃

下
土
井
進
後
援
会

森
田
幸
男
下
土
井
進
柳
井
市
余
田
3012の

１
〃
12、
31

橋
本
け
ん
じ
後
援
会

坂
本
史
朗
高
野
安
市
長
門
市
西
深
川
2948の

３
〃
〃
30

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治
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資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金

管
理

団
体

の
名

称
備

考

(

)

資
金
管
理
団
体
で
な

く
な
っ
た
年
月
日

越
澤
二
代

こ
し
ざ
わ
二
代
後
援
会

令
和
４
、
11、
１

五
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令
和
五
年
七
月
二
十
八
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


